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ンするという革新性を持っている。しかし、その言説は従来のデザインの考え
方を多く引き摺り、本来の革新性を最大限開放できていない。サービスデザイ
ンにおいては、ユーザを前提とするのではなく、ユーザとはサービスの結果で
あると捉え、ユーザが主体性を変容させるその過程をデザインすることが重要
となる。情報システムや製品などのデザインでは、未だにユーザを無視した、あ
るいは誤解したデザインが多いのは事実である。しかし、サービスにおいては、
客をどうやって引き付けるのかについて不断に努力がなされ、むしろユーザ中
心が過剰であるようなところさえある。近年の回転寿司を見れば、そこには客
を喜ばせる様々な仕掛けがうまく作り込まれていることに気付く。これも一つ
のサービスデザインの方向性ではあるが、サービスの本来の価値を追求したデ
ザインも重要であると考える。サービスを調和的に捉えるのではなく、闘いで
あると捉えるということは、デザインの新しい方法へとつながると期待できる。 
デザイン学は、工学や情報学に加えて、社会科学として経営学や教育学が中
核をなしている。社会をデザインの対象とするには、この連携を避けることが
できない。サービスという領域に特化しているが、ここで議論した理論・方法論
的考察は、社会を対象としたデザインにおいても適用できる。人を人として捉
えた上で、どのような社会のデザインが可能か? サービスデザインから、デザ
イン学の確立に向けた議論を巻き起こしたい。 
 
 「デザイン学」への問い 
+ 社会をデザインするということはどういうことか? 
+ デザインの対象としての人、行為、関係性をどう捉えるか? 
+ 人間中心主義とは? 
+ 客とはどういう存在か? 
